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事業の概要

【GHGプロトコル/Scope２の削減分についてJCM化を実施】
手法：苛性ソーダ・塩素製造プロセスを、水銀法に比較して高効率のイオ

ン交換膜法に転換することにより、約30%の省エネ（Scope２の
削減）を目論む。
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イオン交換膜 「フレミオン 」
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フレミオン®新品種 (FORBLUETM FLEMIONTM F-9060)
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実施体制
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一般社団法人 海外環境協力センター 

Abiclor 

(ブラジルソーダ

工業界) 

Carbochloro 社 

Katrium 社 

AGC 株式会社 

工業会



FSの目的

①水俣条約関連の政策・制度の動向分析
②製法転換の事業化およびJCMプロジェクト化の検討
③事業化及びJCM化の課題と対応策の検討
④製法転換によるGHG排出削減量の算定および排出削減貢献
量の検討

⑤相手国政府関係者への提案技術・製品や事業計画、課題や
対応策等の共有を通じた事業化に向けた調整
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民間JCMの検討

• 民間資金を中心とする JCM プロジェクトの組成ガイダンス(2023年３月28
日 環境省、経済産業省、外務省)等を確認し、民間JCMの可能性を探って
いる。
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JCM プロジェクトの組成ガイダンス より



スケジュール
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2025 2026
調査項目 8 9 10 11 12 1 2 3-12 1-12 1-12
①政策・制度の動向 ▼分析完了 事業化及びJCM化実施
②事業化、JCM化検討 ▼計画案策定 事業化及びJCM化準備
③課題と対応策検討 ▼対応策策定
④GHG排出削減量等算定 ▼削減量等算定
⑤相手国政府の理解 ▼相手国政府面談
相手国訪問等 ▼1回目 ▼COP28 ▼2回目

2023 2024


Sheet1

								2023										2024						2025		2026

						調査項目 チョウサコウモク		8		9		10		11		12		1		2		3-12		1-12		1-12

						①政策・制度の動向 セイサク セイド ドウコウ										▼分析完了 ブンセキカンリョウ								事業化及びJCM化実施 ジギョウカ オヨ カ ジッシ

						②事業化、JCM化検討 ジギョウカ カ ケントウ												▼計画案策定 ケイカクアン サクテイ				事業化及びJCM化準備 ジギョウカ オヨ カ ジュンビ

						③課題と対応策検討 カダイ タイオウサク ケントウ												▼対応策策定 タイオウサク サクテイ

						④GHG排出削減量等算定 ハイシュツ サクゲンリョウ トウ サンテイ										▼削減量等算定 サクゲンリョウトウ サンテイ

						⑤相手国政府の理解 アイテコク セイフ リカイ										▼相手国政府面談 アイテコクセイフ メンダン

						相手国訪問等 アイテコク ホウモン トウ				▼1回目 カイメ				▼COP28		▼2回目 カイメ
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